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機能性 MRI 造影剤を指向した DTPA-cholestanol 誘導体の合成
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【目的】 Magnevist
® は高いシェアを誇る MRI 造影剤の一つであり、主成分はジ

エチレントリアミン五酢酸・ガドリウム (DTPA•Gd) 錯体である。我々はこの DTPA 

のキレート能を維持したまま、機能性部位を結合させた誘導体を化学合成し、よ
り優れた機能を有する診断剤の開発を目指している。
【方法・結果】我々は以前に DTPA への効率的なアリル基の導入法を開発し、報
告した 1)。今回、この手法を用いて得られたモノアリル化 DTPA 誘導体 3 を原料
とし、共通の中間体である 4 を経由して目的化合物 1, 2 の合成に成功した。
DTPA-cholestanol 誘導体 1, 2は生体内で代謝容易なエステル結合の有無という違
いがある。今後、動物実験を通して DTPA-cholestanol 誘導体 1, 2の有用性の検討
を行う予定である。
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